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[bookmark: _Hlk229747851]様式第４号（第８関係）

[bookmark: _Hlk229746760]開発行為に伴う公共施設等に係る管理協定書

[bookmark: _Hlk229747170]長野市開発行為指導要綱（平成17年長野市告示第 186号。以下「要綱」という。）第８に規定する管理義務者が管理することとなる公共施設等（以下単に「公共施設
等」という。）に関して、長野市と管理義務者との間において、以下のとおり管理協定（以下「本協定」という。）を締結する。

　（目的）
第１　本協定は、公共施設等について、管理義務者が施設の良好な機能を保持しつつ快適で安心な生活環境の維持を図るために、管理義務及び維持管理について定めることを目的とする。
　（開発行為の概要）
第２　本協定に係る開発行為の概要は、次のとおりである。
(1) 開発区域　長野市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(2) 開発面積　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡
(3) 開発目的（主たる用途）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（公共施設等の範囲）
第３　本協定の対象とする公共施設等は、別表のとおりとする。
　（公共施設等に係る用地の分筆）
第４　開発行為の事業者等は、要綱第12の規定に規定する検査済証の交付後、速やかに当該公共施設等に係る用地の分筆を行うものとする。
　（管理義務の発生）
第５　事業者等にあっては当該開発行為に係る第12に規定する検査済証の交付があった時点から、住民組織等にあっては当該開発行為を行う事業者等から当該公共施設等の管理の引継ぎを受けた時点からその管理義務を負うものとする。
　（管理義務者の変更）
第６　管理義務者は、本協定書に基づく公共施設等の管理義務者を変更しようとする場合は、要綱第10に規定する権利承継申出書を長野市に提出し、速やかに承諾を得るものとする。
２　管理義務者は、当該公共施設等を長野市に帰属させようとする場合は、あらかじめ長野市に協議するものとする。
　（維持管理の内容）
[bookmark: _Hlk229750292]第７　管理義務者が行う公共施設等に係る維持管理の内容は、次に掲げる事項とす
る。
(1) 道路（側溝等の構造物を含む。以下同じ。）に係るアスファルト舗装、砕石舗装、コンクリート舗装等の維持修繕及び清掃
(2) 道路に係る除雪及び除草
(3) 道路に係る安全施設の維持修繕
(4) ごみ集積所の清掃及び維持修繕
(5) 防火水槽及び消火栓の維持修繕
(6) 水路管理道路の除草及び維持修繕
(7) 公園の除草及び遊具、植栽等の維持修繕
(8) その他公共施設等の利用に支障となるものの管理
２　道路の維持管理においては、第三者の通行を妨げないこと。
３　安全管理上必要な場合等を除き、公共施設等の利用及び通行を妨げる塀、植栽等の障害物は設置しないこと。
　（協議事項）
第８　本協定に定める事項の解釈について疑義を生じたとき又は本協定に定めのない事項については、長野市及び管理義務者が誠意をもって協議し処理するものとする。

長野市及び管理義務者は本書を３部作成し、それぞれ記名押印の上、その１部を保有する。


　令和　　年　　月　　日

　管理協定書番号　　　建指第　　　　　号

　　　　　　　　　　　長野市　住　所　　長野市大字鶴賀緑町１６１３番地
　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　長野市長　　荻　原　健　司　　印

管理義務者
　　　　　　　　　　事業者等　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　会社名
　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印


　　　　　　　　　　住民組織等　住　所
　　　　　　　　　（自治会等）　役職名
　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印



　別表（第３関係）
事業者等又は地域住民（自治会等）が管理義務者となる公共施設等
	公共施設等の名称
	幅員(ｍ)
	延長(ｍ)
	面積(ｍ)
	個数
	管理義務者
	摘要

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※地域住民（自治会等）が管理義務者となる場合は、区長の同意書を添付すること。


